
自
然
と
触
れ
合
え
る
憩
い
の
場

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
場

半
世
紀
に
わ
た
る
県
立
都
市
公
園
整
備
が

豊
か
な
生
活
を
創
出

　
自
然
と
触
れ
合
え
る
行
楽
ス
ポ
ッ
ト
や
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

楽
し
め
る
場
で
あ
る
公
園
は
、豊
か
な
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。県
内
に
は
、1
2
1
9
カ
所
、1
8
7
8
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
都
市
公
園
が
あ
り（
平
成
22
年
度
時
点
）、そ
の
う
ち
8
カ

所
が
県
立
の
都
市
公
園
で
す
。県
内
初
の
大
規
模
な
都
市
公
園

は
鹿
児
島
市
北
部
の
県
立
吉
野
公
園
で
、昭
和
45
年
５
月
16
日

に
開
園
し
ま
し
た
。

　
県
立
の
都
市
公
園
を
造
成
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
の
は
昭
和

37
年
の
こ
と
。当
時
、県
内
に
は
小
規
模
の
公
園
し
か
な
く
、大

勢
が
集
ま
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、鹿
児
島
市
の
谷
山
地
区
や
鹿
屋
市
な
ど

い
く
つ
も
の
候
補
地
の
中
か
ら
、標
高
２
３
４
メ
ー
ト
ル
の
高
台

か
ら
錦
江
湾
を
望
む
優
れ
た
景
観
、鹿
児
島
市
中
心
部
に
近
く

多
く
の
県
民
が
利
用
し
や
す
い
位
置
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由

に
、吉
野
町
七
社
の
台
地
が
選
ば
れ
ま
し
た
。基
本
設
計
は
昭

和
38
年
に
決
定
し
、翌
39
年
か
ら
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。構

想
か
ら
開
園
ま
で
８
年
、総
工
費
は
５
億
円
を
要
し
ま
し
た
。

　
31
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
植
栽
さ
れ
た
１
０
７
種
類
、５
万
７

３
０
０
本（
現
在
は
１
４
０
種
、約
７
万
本
に
増
加
）の
樹
木
、広

大
な
芝
生
の
絨
毯
、錦
江
湾
と
桜
島
、さ
ら
に
は
開
聞
岳
や
霧

島
連
山
ま
で
も
望
む
絶
好
の
眺
望
。吉
野
公
園
の
ス
ケ
ー
ル
は

当
時
の
人
々
を
圧
倒
し
ま
し
た
。開
園
以
降
、家
族
や
友
達
と

楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、小
学
校
や
幼
稚
園
の
遠
足

の
地
と
し
て
定
着
。県
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
。平
成
23
年
春
に
は
花
と
緑
の
博

覧
会「
第
28
回
全
国
都
市
緑
化
か
ご
し
ま
フ
ェ
ア（
花
か
ご
し
ま

２
０
１
１
）」の
メ
イ
ン
会
場
に
も
な
り
、期
間
中（
66
日
間
）の
入

場
者
数
は
約
96
万
人（
サ
ブ
会
場
を
含
む
）を
数
え
ま
し
た
。平

成
元
年
に
は
社
団
法
人
日
本
公
園
緑
地
協
会
の「
日
本
の
都
市

公
園
１
０
０
選
」の
一
つ
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
野
公
園
を
皮
切
り
に
、県
内
の
公
園
整
備
が
次
々
と
進
め

ら
れ
ま
し
た
。昭
和
47
年
の
太
陽
国
体（
第
27
回
国
民
体
育
大

会
）開
催
に
合
わ
せ
て
運
動
公
園
で
あ
る
鴨
池
公
園
を
整
備
。国

体
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
50
年
前
後

に
は
、谷
山
緑
地
、鴨
池
緑
地
公
園
を
整
備
。昭
和
61
年
に
は
県

内
最
大
の
広
域
公
園
で
あ
る
吹
上
浜
海
浜
公
園
が
開
園
。平
成

に
入
る
と
大
隅
、北
薩
に
自
然
と
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
広
域

公
園
が
開
園
し
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ン
プ
、ス
ポ
ー
ツ
等

を
楽
し
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
12
年
に
は
、甲
突
川
に

架
か
っ
て
い
た
五
つ
の
石
橋
の
う
ち
西
田
橋
を
移
設
復
元
し
た

石
橋
記
念
公
園
が
鹿
児
島
市
内
に
開
園
。隣
接
す
る
祇
園
之
洲

公
園（
市
が
高
麗
橋
と
玉
江
橋
を
移
設
）と
あ
わ
せ
て
、石
橋
の

歴
史
や
技
術
を
伝
え
る
と
と
も
に
、夏
に
は
水
に
親
し
む
格
好

の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
で
は
、多
く
の
県
民
の
た
め
の
癒
や
し
の
空
間
が
、県
内

各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
現
在
、吉
野
公
園
で
は
、パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ

る
花
苗
の
植
え
替
え
や
ガ
イ
ド
が
行
わ
れ
る
な
ど
県
民
と
の
協

働
に
よ
る
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、そ
れ
ぞ
れ
の

公
園
で
こ
の
輪
が
大
き
く
広
が
り
、皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
育

ち
、愛
さ
れ
続
け
る
都
市
公
園
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

❶錦江湾を望む吉野公園　❷開園時の吉野公園（昭和45年　鹿児島市）　
❸鹿児島市の鴨池陸上競技場で開催された太陽国体開会式（昭和47年10月22日）　

❶

鹿
児
島
の
県
立
都
市
公
園

な
な
や
し
ろ

じ
ゅ
う
た
ん
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公　園　名 所　在　地 開　園　日 現在の供用面積
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あ
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と
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で
は
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く
の
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民
の
た
め
の
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や
し
の
空
間
が
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各
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に
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り
ま
し
た
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現
在
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野
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で
は
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の
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に
よ

る
花
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に
よ
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行
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。今
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で
こ
の
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く
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が
り
、皆
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に
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と
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る
こ
と
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ま
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❹親子で楽しめるサイクリングロードがある吹上浜海浜公園（南さつま市）　❺本格コースのゴーカートが人気の大隅広域公園（鹿屋市 ・ 肝付町）　
❻今後、テーマゾーン（芝生広場など）や歴史ゾーンの整備が予定されている北薩広域公園（さつま町）　❼パークボランティアによる植栽活動（吉野公園）　

石橋記念公園（鹿児島市）

❷❹

❸❺

❻

❼

ぎ  

お
ん  

の  
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